
美術科 

学習の目標 

①興味・関心をもって授業に取り組む。 

②美術の活動を通して、美術的な見方・考

え方を身につけ、自分なりの発想や構想が

できるようにする。 

③美術の活動を通して、材料・用具の特性

を学ぶとともに、自分なりの表現方法を工

夫し、作品をつくる力を身につける。 

④美術作品や友達の作品の鑑賞を通し、よ

さや美しさを感じとり、それを表現し、伝

える力を身につける。 

授業の参加の仕方 

「授業の受け方、美術室の使い方」 

①授業に毎回参加できるようにする。 

②先生の話をしっかり聞く、わからないこ

とは質問する。 

③忘れ物を絶対にしない。忘れ物をした

ら、先生に報告する。 

④自分の持ち物にはクラス・番号・名前を

書く。 

⑤作品は締め切りまでにきちんと出す。そ

のために、制作は残り時間を考え、計画的

に行う。 

⑥提出物は全て期限内に出す。 

⑦美術室をきれいに保つ。使った物はきれ

いに整理し、元通りに片づける。毎度、授

業の最後には掃除をする。 

⑧１年生の音美の授業については月別カ

レンダーをよく確認し、係がきちんと連絡

する。 

「学習のアドバイス」 

①制作に関する準備（道具をそろえる、ア

イディアを出す）を整えて、授業に参加す

る。 

②制作のアイディアになりそうなことは

ないか、自分の好きなもの・色・形は何か、

探したり、考えたりする癖をつける。 

③制作に使える時間を考え、見通しをもっ

て活動をする。 

 

 

評価について 

①知識・技能 

○学習したことや発想・構想したことを基に、材料

や道具の特性を生かし、自分の表現にあう方法を工

夫する。（★作品） 

○作品を完成させるために計画的に制作を進める

ことができる。（★作品） 

○完成度を高めるためていねいに仕上げることが

できる。（★作品、実技の試験） 

○試験（★技能に関わる問題） 

 

②思考・判断・表現 

○感じたことや考えたことを基に、作品のアイディ

アを生み出し、実際の作品として表すための構想を

練る。（★アイディアスケッチ、作品） 

○目的や条件を基に、作品のアイディアを生み出

し、伝えたい内容について表すための構想を練る。

（★アイディアスケッチ、作品） 

○美術作品や友達の作品を鑑賞して、そのよさや美

しさを感じとり、感じとったことを言葉で表現し、

相手に伝えることができる。（★学習カード、鑑賞

カード、鑑賞の試験） 

 

③主体的に学習に取り組む態度 

○美術の授業に対して、積極的に取り組んでいる。

（★授業態度、制作の準備） 

○提出物の取り組み状況。（★作品、ワークシート

などのプリント類、夏休みの宿題など） 

○試験（★主体的に学習に取り組む態度に関わる問

題） 

令和６年度より全学年で定期テストを廃止し、授業

の活動内容だけの評価にする。 

※成績をつける際は、授業への取り組み状況や作品

の評価をより重視する。 

 



 
１年 美術科年間指導計画 

１ 

学 

期 

オノマトペ 

・擬態語について学び、音の持つ性質からイメージを膨らませて、絵文字

を表現する。 

顔を作る 

・身近な材料の形や色からイメージを膨らませ、それらを工夫して人間の

表情を表現する。 

色の知識 

・アクリルガッシュの使い方について学ぶ。 

・色彩の性質や効果について学び、作品制作に生かせるようにする。 

鑑賞 

・作品を鑑賞し、ゴッホについて学ぶ。 

＜夏休み＞ 

・美術館についてのレポート 

２ 

学 

期 

陶芸 

・陶芸の技法について学ぶと共に、動物をモチーフにした器を制作する。 

・陶土や化粧土といった形や色の表現に限度のある材料から、より自分の

イメージに合った作品を表現できるよう工夫することを学ぶ。 

３ 

学 

期 

平面構成 

・自然物や人工物など身の回りにあるものを観察し、そのものが持つイメ

ージを生かしながら単純化や強調をするための表現方法を学ぶ。 

・単純化や強調を使って表現したモチーフをもとに、構成美の要素を使っ

た作品構成について学び、それらを工夫して組み合わせながら作品を表

現する。 

 

 

 

 

 

 

 



 
２年 美術科年間指導計画 

１ 

学 

期 

心のかたち  

・抽象表現について学ぶとともに、自分の内面にある感情に向き合い、そ

れらの持つイメージを膨らませて作品を表現する。 

・アクリルガッシュの使い方について復習する。 

 

＜夏休み＞ 

・選挙啓発ポスター、薬物乱用防止啓発ポスター、私たちの自然を守ろう

コンクールの中から一つを選択して制作する。 

・１年で学習した色彩の効果や構成美の要素等を工夫して構成をつくると

ともに、アクリルガッシュを使って表現する。 

２ 

学 

期 

ステンドグラス 

・ステンドグラスというものについて学び、光と影の効果や特性を生かし

たイメージを膨らませる。使用できる色数や材料に限りがある中で、よ

り自分のつくりたいイメージに近づける工夫をしながら、プッシュステ

ンドを使って疑似的にステンドグラスの作品を表現する。 

・デザインナイフの使い方について学ぶ。 

 

 

３ 

学 

期 

お菓子のパッケージデザイン 

・パッケージデザインについて学び、自分の持つ願いとその願いを叶える

ためのお菓子という設定からイメージを膨らませて、実際にありそうな

お菓子のパッケージを表現する。 

・色彩の知識、構成美の要素、アクリルガッシュといった学習内容をよく

活用しながら作品制作に取り組む。 

 

 



 
３年 美術科年間指導計画 

１ 

学 

期 

篆刻（印鈕） 

・石を彫刻してはんこを制作する。1 年生の粘土の制作のように、作品を

様々な面からみたときの展開図を描く。 

・使いやすく、オリジナリティのあるデザインを追求していく。 

・展開図に沿って、篆刻刀や金属のやすりなどを用いて制作を行う。 

・仕上げとして、耐水ペーパーなどで磨き、形を整えていく。 

 

２ 

学 

期 

篆刻（印面） 

・１学期に引き続き、篆刻の制作を行う。２学期は自分の名前を、篆書体

や自分の気に入った字体で印面を制作する。 

・印鈕に合った、字体を考えながら、１つの作品と仕上げていく。 

・印泥をつけて、彫り具合を確認しながら、彫り進めていく。 

３ 

学 

期 

水墨画 

・日本の伝統的な描画材料である墨に触れる。墨の薄め方の加減によって

濃淡の表現ができることや、筆の使い方の違いで様々な描き方ができる

ことを理解し、白黒灰色という限られた色数の中にもたくさんの表現が

あることを味わいながら制作を行う。 

・伝統的な技法を学ぶとともに、自分なりのモチーフと組み合わせて表現

する。 

 

 


